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『
女
大
楽
宝
開
』
解
説

Ｃ
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル

パ
ロ
デ
ィ
春
画

　
『
女
お
ん
な
だ
い
ら
く
た
か
ら
べ
き

大
楽
宝
開
』（
以
下
『
女
大
楽
』）
は
六
三
丁
（
一
二
〇
頁
）
を
超
え
る
比
較
的

大
部
な
一
冊
で
、
月
岡
雪せ
っ
て
い鼎

（
一
七
二
六
―
八
六
）
の
作
・
画
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
実
践
と
認
識
の
双
方
を
理
解
す

る
た
め
に
重
要
な
情
報
源
で
あ
る
。
十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
教
訓
書
を
パ
ロ
デ
ィ

化
し
た
艶
本
が
い
く
つ
も
制
作
さ
れ
る
が
、
本
書
は
そ
の
最
初
で
あ
っ
た
。

　

雪
鼎
に
よ
る
同
趣
向
の
艶
本
は
他
に『
艶び
ど
う
に
ち
や
じ
ょ
ほ
う
き

道
日
夜
女
宝
記
』（
明
和
元
年［
一
七
六
四
］

頃
、
日
文
研
叢
書
44
）、『
女お
ん
な
し
め
が
わ

令
川
お
へ
し
文
』（
明
和
五
年
［
一
七
六
八
］
頃
、
日
文
研

叢
書
40
）の
二
冊
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
同
じ「
日
文
研
叢
書
」シ
リ
ー
ズ
と
し
て
影
印
・

翻
刻
・
翻
訳
が
さ
れ
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
閲
覧
・
入
手
可
能
で
あ
る（
１
）。
こ
れ
ら

三
冊
は
全
て
、
著
名
な
教
訓
書
の
パ
ロ
デ
ィ
と
い
う
体
裁
を
と
り
、
原
作
の
本
文
を

性
生
活
に
お
け
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
文
章
へ
と
一
変
さ
せ
て
い
る
。

　
『
女
大
楽
』
は
、
当
時
影
響
力
の
あ
っ
た
女
性
向
け
の
道
徳
的
教
訓
書
で
あ
る
『
女

大
学
宝
箱
』（
以
下
『
女
大
学
』）
を
巧
み
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。『
女
大
学
』
に
代

わ
る
よ
う
な
女
性
教
育
の
た
め
の
い
き
い
き
と
し
た
痛
快
な
教
訓
書
と
な
る
よ
う
に
、

原
作
の
大
部
分
の
図
版
と
本
文
を
土
台
に
し
て
も
じ
り
、
ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
よ
り
も

更
に
幅
広
く
性
に
関
す
る
様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
両
書
の
図
版
と

本
文
を
並
べ
て
み
た
と
き
、
い
か
に
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
が
切
れ
味
良
く
、
巧
み
な
も
の

で
あ
る
か
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
言
葉
遊
び
と
機
智
に
富
ん
だ
発
想
で
古

典
的
な
詩
も
含
ま
れ
る
本
文
が
効
果
的
に
好
色
化
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
パ
ロ
デ
ィ

は
、
男
性
の
い
な
い
場
で
働
く
女
性
た
ち
の
場
面
を
、
性
愛
を
楽
し
む
逢
瀬
の
場
面

へ
と
転
じ
さ
せ
る
。
イ
メ
ー
ジ
と
テ
キ
ス
ト
の
両
方
に
お
い
て
パ
ロ
デ
ィ
を
成
立
さ

せ
る
た
め
に
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
て
大
変
な
労
力
を
費
や
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

単
純
に
刺
激
的
な
「
ポ
ル
ノ
」
的
書
物
を
作
る
た
め
に
必
要
な
作
業
の
域
を
は
る
か

に
超
え
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
間
違
い
な
く
、
性
生
活
に
お
け
る
女
性
の
た
の
し
み

を
否
定
し
た
堅
実
で
儒
教
的
な
教
訓
書
『
女
大
学
』
に
対
抗
し
て
、
面
白
み
の
あ
る

代
替
の
教
訓
書
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
の
歴
史
的
資
料
と
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

　
『
女
大
楽
』
は
、
と
り
わ
け
京
都
と
大
坂
に
お
い
て
教
訓
書
の
パ
ロ
デ
ィ
と
い
う

新
た
な
春
画
の
ジ
ャ
ン
ル
を
生
み
出
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
群
は
十
八
世
紀
末
ま
で
作

ら
れ
続
け
た
。
別
の
パ
ロ
デ
ィ
艶
本
『
枕ま
く
ら
ど
う
じ
ぬ
き
さ
し
ま
ん
べ
ん
た
ま
ぐ
き

童
児
抜
差
万
遍
玉
茎
』（
安
永
五
年

［
一
七
七
六
］）
に
は
、
性
教
育
の
代
表
的
書
物
と
し
て
『
女
大
楽
』
の
表
紙
の
図
版

が
含
ま
れ
て
お
り（
２
）、
本
書
が
い
か
に
春
画
の
言
説
の
中
で
重
要
な
も
の
と
し
て
見
な

さ
れ
て
い
た
か
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
雪
鼎
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
『
女
大
楽
』
や
そ
の
他
の
艶
本
が
女
性
向
け
の
一
般
的
な
道
徳
的
教
訓
書
と
継

続
的
に
対
に
な
る
言
説
を
生
み
出
し
た
と
主
張
し
て
き
た（
３
）。
さ
ら
に
十
八
世
紀
後
半

に
な
る
と
、
雪
鼎
の
影
響
は
江
戸
の
絵
師
に
も
及
ん
で
い
る
。
近
年
よ
う
や
く
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
場
や
博
物
館
・
美
術
館
の
世
界
に
お
い
て
も
春
画
に
対
す
る
タ
ブ
ー

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
社
会
史
や
文
化
史
の
学
者
が
こ
れ
ま

で
江
戸
時
代
の
社
会
を
調
べ
る
時
に
こ
れ
ら
の
情
報
源
に
気
づ
か
ず
に
、
あ
る
い
は

江
戸
の
社
会
を
理
解
す
る
た
め
に
見
当
違
い
な
も
の
だ
と
考
え
て
、
無
視
し
て
し

ま
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
の
パ
ロ
デ
ィ
春
画
（
艶
本
）
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こ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
十
八
世
紀
の
美
し
い
身
体
に
対
す
る
考
え
方
と
京
都
や
大
坂

で
制
作
さ
れ
た
美
人
画
の
モ
デ
ル
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

三
段
画
面
構
成
の
章
の
後
は
二
段
構
成
と
な
り
、
下
段
に
は
女
性
の
裸
体
／
着
物

姿
が
並
ん
で
描
か
れ
て
お
り
、
上
段
は
扇
を
使
っ
た
恋
占
い
の
図
解
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
続
い
て
、
上
段
で
は
「
色し
き
ど
う
じ
つ
ご
き
ょ
う

道
実
語
教
」
と
し
て
性
生
活
の
欠
点
に
つ
い
て
洒

落
の
き
い
た
対
句
を
並
べ
て
い
る
。
最
後
の
下
段
は
、恋
文
の
見
本
集
と
な
っ
て
い
る
。

平
行
す
る
上
段
に
は
江
戸
か
ら
九
州
に
至
る
ま
で
の
諸
国
に
お
け
る
遊
女
の
値
段
が

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
大
坂
の
遊
里
を
舞
台
に
し
た
洒
落
本
の
短
編
と

な
っ
て
お
り
、
男
女
を
問
わ
ず
本
書
の
読
者
に
遊
里
の
中
の
生
活
の
一
端
を
知
ら
し

め
て
い
る
。
ま
た
、
分
散
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
小
さ
な
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
性

道
具
、
前
戯
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
多
様
な
性
器
の
分
類
・
分
析
な
ど
が
あ
る
。

男
色
―
―
男
性
同
士
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

　

男な
ん
し
ょ
く色の

セ
ク
シ
ョ
ン
は
、
最
初
、
女
性
向
け
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
本
書
の
な
か
で
場

違
い
に
み
え
る
が
、
実
際
、
男
性
が
若
衆
を
買
う
た
め
の
準
備
方
法
を
記
し
て
い
る
。

男
色
は
、
基
本
的
に
年
上
の
者
（
念ね
ん
じ
ゃ者
）
と
年
少
の
者
（
若
衆
）
の
間
で
交
わ
さ
れ

る
一
方
向
の
性
的
慣
習
で
あ
っ
た
。
若
衆
の
初
心
者
が
買
春
の
た
め
に
準
備
す
る
プ

ロ
セ
ス
は
、
青
少
年
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
淡
々
と
し
た
説

明
と
な
っ
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
春
画
に
お
け
る
若
衆
の
表
現
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
十
八
世
紀

の
様
々
な
春
画
作
品
で
は
男
性
同
士
の
性
関
係
を
一
般
的
な
議
論
の
余
地
が
な
い
も

の
と
し
て
積
極
的
に
提
示
し
て
い
る
が
、
一
方
で
そ
の
言
説
は
売
春
や
成
人
男
性
が

若
者
に
セ
ッ
ク
ス
を
強
要
す
る
慣
習
を
乱
用
す
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
と
論
じ
た（
４
）。

や
そ
の
他
の
一
般
的
な
春
画
は
、
江
戸
時
代
の
―
―
特
に
女
性
の
―
―
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
様
々
な
言
説
を
私
た
ち
に
提
供
し
て
く
れ
る
重
要
な
歴
史
的
資

料
で
あ
る
。

　
『
女
大
楽
』
は
、
女
性
の
性
生
活
に
お
け
る
様
々
な
局
面
を
扱
っ
て
い
る
が
、
遊

里
を
舞
台
に
し
た
短
編
小
説
や
恋
文
の
見
本
集
の
章
と
な
ら
ん
で
、
性
道
具
や
男
色
、

諸
国
の
遊
里
に
お
け
る
陰
間
・
遊
女
の
値
段
な
ど
の
情
報
も
含
ま
れ
て
お
り
、
よ
り

幅
広
く
「
性
と
性
行
為
の
百
科
事
典
」
と
み
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
い

く
つ
か
の
構
成
要
素
が
あ
り
、
は
じ
め
の
二
章
は
女
性
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
一

つ
は
夫
婦
間
に
お
け
る
セ
ッ
ク
ス
と
性
欲
に
関
す
る
論
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
三
十

種
以
上
の
異
な
る
職
業
に
就
く
女
性
の
セ
ッ
ク
ス
を
図
と
会
話
で
描
い
た
も
の
で
あ

る
。
女
性
が
結
婚
し
夫
の
家
に
移
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
考
え
方
は
、
原
作
・
パ
ロ

デ
ィ
の
い
ず
れ
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
義
父
母
へ
従
順
す
る
こ
と
を
強
調
す
る

原
作
の
本
文
に
対
し
て
、『
女
大
楽
』
で
は
女
性
自
身
の
最
も
重
要
な
原
理
と
し
て

自
分
を
魅
力
的
に
み
せ
る
こ
と
、
夫
と
の
親
密
な
関
係
を
保
ち
続
け
る
こ
と
を
奨
励

し
て
い
る
。

男
と
女
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
諸
相

　

女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
焦
点
を
あ
て
た
最
初
の
主
要
な
章
が
終
わ
る
と
、

見
開
き
の
画
面
が
平
行
に
三
分
割
さ
れ
た
構
成
と
な
る
。 

一
番
上
の
段
は
男
女
の
観

相
学
が
記
さ
れ
、
真
ん
中
の
段
に
は
「
若わ
か
し
ゅ
し
た
て
よ
う

衆
仕
立
様
の
事
」、
下
段
に
は
「
美
女

三
十
二
相
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。「
美
女
三
十
二
相
」
は
『
艶
道
日
夜
女
宝
記
』

に
も
含
ま
れ
て
い
る
。「
三
十
二
相
」
は
、
理
想
的
な
女
性
の
身
体
に
つ
い
て
の
詳

細
な
論
で
、髪
や
唇
、胸
な
ど
体
の
様
々
な
部
分
に
最
も
よ
く
使
用
さ
れ
る
形
容
詞
は
、

「
丸
々
」、「
む
っ
ち
り
」、「
丸
き
」「
丸
く
」
な
ど
曲
線
的
で
肉
感
的
な
も
の
で
あ
る
。
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敏
は
『
秘
事
真
告
』
の
刊
行
年
が
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
前
後
で
あ
る
と
推
定
し

て
い
る（
６
）。

本
文
は
類
似
し
て
い
る
が
（
た
だ
し
『
女
大
楽
』
に
は
和
歌
が
付
け
加
え
ら

れ
て
い
る
）、
図
版
は
異
な
る
も
の
で
『
女
大
楽
』
よ
り
も
大
き
く
（
本
書
は
一
六
×

一
〇
㎝
）、
細
か
く
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
女
大
楽
』
の
刊
行
は

こ
れ
ら
の
洒
落
本
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
宝
暦
六
、七
年
（
一
七
五
六
～
五
七
）
で
あ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
女
大
楽
』
の
図
は
月
岡
雪
鼎
に
よ
る
も
の
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る（
７
）。
雪

鼎
が
本
文
を
書
い
た
と
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
雪
鼎
は
自
画
作
で
絵
本
を
い

く
つ
も
制
作
し
て
い
た
学
究
的
な
絵
師
で
あ
り
、
和
漢
の
美
術
や
春
画
に
関
す
る
歴

史
の
考
証
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る（
８
）。

雪
鼎
画
と
考
え
ら
れ
て
い
る
艶

本
に
お
い
て
本
文
と
図
の
内
容
は
破は
た
ん綻

な
く
呼
応
し
て
お
り
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
作

者
が
雪
鼎
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
作
者
と
密
接
に
協
力
し
な
が
ら
制

作
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
石
上
阿
希
訳
）

注（
１
）　
「
日
文
研
叢
書
」シ
リ
ー
ズ
、40（http://doi.org/10.15055/00005229

）、お
よ
び
44（http://

doi.org/10.15055/00005146

）。
一
九
九
八
年
に
太
平
書
屋
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
女
大
楽

宝
開
・
女
大
学
宝
箱
』
に
は
、『
女
大
楽
宝
開
』
の
本
文
の
ほ
ぼ
完
全
な
翻
刻
と
影
印
が

含
ま
れ
て
い
る
。

（
２
）　C

. Andrew
 G

erstle, “Analysing the O
utrageous: Takehara Shunchōsai’s Shunga Book 

M
akura dōji nukisashi m

anben tam
aguki (Pillow

 Book for the Young, 1776),” Japan 

Review
, no. 26 (2013), special issue: Shunga: Sex and H

um
our in Japanese Art and 

Literature, p. 177.

（
３
）　

拙
著
『
江
戸
を
ん
な
の
春
画
本
―
―
艶
と
笑
の
夫
婦
指
南
』
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
４
）　

拙
稿
「
春
画
に
お
け
る
男
色
の
描
写
」『
も
う
一
つ
の
日
本
文
学
史
』
国
文
学
研
究
資
料

館
編
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
一
四
九
―
一
七
〇
頁
。

京
都
と
大
坂
で
制
作
さ
れ
た
こ
の
時
代
の
多
様
な
パ
ロ
デ
ィ
春
画
（
艶
本
）
は
、
異

性
愛
者
と
同
性
愛
者
の
結
婚
や
契
り
に
重
点
を
置
く
傾
向
が
あ
る
が
、
売
春
に
は
批

判
的
で
あ
る
。『
女
大
楽
』
に
は
、
諸
国
の
遊
里
に
関
す
る
広
範
囲
な
リ
ス
ト
が
含

ま
れ
て
い
る
が
、
記
さ
れ
て
い
る
情
報
は
商
品
と
し
て
の
セ
ッ
ク
ス
の
値
段
の
み
で

あ
る
。
雪
鼎
に
よ
る
パ
ロ
デ
ィ
春
画
の
基
本
的
な
テ
ー
マ
は
、
あ
た
た
か
い
夫
婦
関

係
に
お
け
る
性
の
た
の
し
み
を
理
想
と
し
、
売
春
は
愛
情
を
伴
わ
な
い
単
な
る
性
交

渉
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

出
版
年
、
絵
師
、
作
者

　

好
色
本
の
出
版
を
禁
じ
る
出
版
条
目
が
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
発
布
さ
れ
た
後
、

ほ
と
ん
ど
の
艶
本
か
ら
作
者
、絵
師
、出
版
年
な
ど
の
情
報
を
含
む
刊
記
が
な
く
な
っ

た
。『
女
大
楽
』
に
つ
い
て
は
、『
女
大
学
』
の
新
板
が
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
に

刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、
一
七
五
〇
年
代
初
め
に
出
版
さ
れ
た
と
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
以
下
の
二
点
か
ら
も
う
少
し
遅
い
刊
行
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
女
大
楽
』
の
出
版
年

（
１
）『
女
大
楽
』
に
含
ま
れ
る
短
編
「
さ
と
げ
し
き
」
の
本
文
は
、
洒
落
本
『
月
花

余
情
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。『
月
花
余
情
』
は
も
と
も
と
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）

に
私
家
版
と
し
て
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
版
元
に
よ
っ
て
板
行
が
中
止
さ

れ
、
よ
う
や
く
数
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
。『
洒
落
本
大
成
』
で
は
、
本
書
を
宝
暦
七

年
（
一
七
五
七
）
刊
行
と
推
定
し
て
い
る（
５
）。

（
２
）『
女
大
楽
』
に
あ
る
「
男
女
人
相
の
善
悪
」
は
、
洒
落
本
『
艶い
ろ
ご
と
に
ん
そ
う

史
人
相 

秘ひ
じ事

真ま
つ
げ告

』
に
含
ま
れ
て
い
る
「
艶い
ろ
ご
と
に
ん
そ
う

史
人
相 

七な
な
い
ろ
の
か
ん
が
え

品
考
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
中
野
三
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謝
辞

　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、
春
画
研
究
、
と
り
わ
け
本
シ
リ
ー
ズ
出
版

へ
の
長
年
の
御
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
こ
の
特
色
が
継
続
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
私
個
人
の
こ
と
で
言
え
ば
、
日
文
研
外
国
人
客
員
研
究
員

制
度
の
お
か
げ
で
、
本
書
へ
向
け
た
研
究
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
早

川
聞
多
先
生
と
石
上
阿
希
氏
が『
女
大
楽
宝
開
』を
読
む
研
究
会
を
催
し
て
く
だ
さ
り
、

そ
こ
に
矢
野
明
子
氏
、
ア
マ
ウ
リ
・
ガ
ル
シ
ア
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
、
リ
カ
ル
ド
・
ブ

ル
氏
ら
も
参
加
し
て
議
論
し
た
こ
と
が
、
こ
の
書
の
複
雑
な
構
造
を
理
解
す
る
た
め

の
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
早
川
先
生
は
い
つ
も
、テ
キ
ス
ト
の
翻
刻
、解
釈
、

江
戸
文
化
一
般
の
こ
と
な
ど
で
、
惜
し
み
な
く
私
た
ち
に
知
識
を
分
け
与
え
て
下
さ

い
ま
し
た
。
石
上
氏
は
春
画
史
の
諸
側
面
に
つ
い
て
の
研
究
を
通
じ
た
新
た
な
春
画

解
釈
で
、『
女
大
楽
』
の
理
解
を
い
っ
そ
う
豊
か
な
も
の
と
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

日
文
研
出
版
係
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
と
く
に
伊
藤
桃
子
氏
、松
尾
有
希
子
氏
は
、

翻
刻
に
お
い
て
も
翻
訳
に
お
い
て
も
本
書
を
正
確
な
も
の
と
す
る
た
め
に
最
大
限
の

努
力
を
払
い
、
原
書
と
春
画
パ
ロ
デ
ィ
と
の
関
係
を
読
者
が
深
く
味
わ
え
る
よ
う
な

レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
案
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
本
書
の
影
印
に
御
所
蔵
本
の

使
用
を
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
浦
上
満
氏
に
も
、
こ
こ
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

	

二
〇
一
八
年
九
月

					







ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル

（
５
）　
『
洒
落
本
大
成
』
三
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
、
三
七
一
―
三
七
二
頁
。

（
６
）　
『
洒
落
本
大
成
』
二
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
、
四
一
五
頁
。

（
７
）　

雪
鼎
の
艶
本
『
女
令
川
お
へ
し
文
』（
明
和
五
年
［
一
七
六
八
］
頃
）
に
つ
い
て
は
、
Ａ
・

ガ
ー
ス
ト
ル
・
早
川
聞
多
（
編
著
）
日
文
研
叢
書
40
『
近
世
艶
本
資
料
集
成
Ⅳ　

月
岡
雪
鼎
・

１
『
女
令
川
お
へ
し
文
』』
の
解
題
（
日
・
英
）
が
参
考
と
な
る
。

（
８
）　

山
本
ゆ
か
り
『
上
方
風
俗
画
の
研
究
―
―
西
川
祐
信
と
月
岡
雪
鼎
を
中
心
に
』
藝
華
書
院
、

二
〇
一
〇
年
、Tim

othy C
lark, C

. Andrew
 G

erstle, Aki Ishigam
i and Akiko Yano, Shunga: 

Sex and Pleasure in Japanese Art, British M
useum

 Press, 2013

（
日
本
語
版
、
小
学
館
、

二
〇
一
五
年
）.

参
考
文
献

『
女
大
楽
宝
開
（
全
）　

女
大
学
宝
箱
（
抄
）』
太
平
書
屋
、
一
九
九
八
年
。

C
. Andrew

 G
erstle, trans., G

reat Pleasures for W
om

en and Th
eir Treasure Boxes &

 Love Letters and 

a River of Erect Precepts for W
om

en by Tsukioka Settei, H
ollyw

ood, C
A: H

ighm
oonoon, 

2009.

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル
『
江
戸
を
ん
な
の
春
画
本
―
―
艶
と
笑
の
夫
婦
指
南
』
平
凡
社
、

二
〇
一
一
年
。




